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平成29年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：平成29年８月29日～９月19日）

議決した案件
●条例案…７件　●予算案…３件　●承認案…２件　●諮問…２件　●同意案…２件　●その他…14件

●委員会提出議案…２件　●議員提出議案…１件　●請願…１件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…23件　●賛成多数可決…12件　●不採択…１件）

Pick Up
〈
議
案
第
122
号
〉

東
広
島
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
の

改
訂
案
を
可
決
し
ま
し
た

　

人
口
減
少
や
、
そ
の
他
の
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
汚
水
処

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
東
広
島
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
を
改
訂
す
る
も

の
で
す
。

◎
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ 　

区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
公

共
下
水
道
を
引
こ
う
と
し
た
と
こ

ろ
を
合
併
浄
化
槽
に
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
誰
が
整
備
し
、

ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

Ａ 　

浄
化
槽
の
設
置
に
は
補
助
制
度

を
活
用
し
、
個
人
が
設
置
し
、
浄

化
槽
法
に
基
づ
き
管
理
し
て
い
く
。

Ｑ 　

都
市
計
画
税
と
の
関
係
に
お
い

て
問
題
は
出
て
こ
な
い
か
。

Ａ 　

市
街
化
区
域
、
用
途
区
域
以
外

に
お
い
て
も
、
市
街
化
調
整
区
域

も
遠
い
将
来
、
下
水
道
に
し
て
い

こ
う
と
い
っ
た
区
域
も
含
め
て
い

た
。
今
回
、
縮
小
す
る
区
域
は
、

そ
の
中
の
市
街
化
調
整
区
域
、
ま

た
用
途
を
定
め
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
白
地
区
域
を
対
象
と
し
て
い

る
の
で
、
都
市
計
画
税
の
問
題
は

発
生
し
な
い
。

全体計画区域の縮小後の事業費等
全体計画区域

事業費 事業期間
整備面積
整備人口

現計画 　518億円 　31年間
4,320.3ha
138,452人

全体計画区域の縮小 　360億円 　18年間
3,942.7ha
121,658人

現計画との差 △158億円 △13年間
△377.6ha
△16,794人

主な改訂の概要

①目標年次…下水道の整備に係る目標年次を、平成47年度とする

② 全体計画区域の見直し…下水道が整備されていない区域のうち、
区分に応じて、浄化槽の整備を図る区域に変更する

③ 汚水処理施設の統合…農業集落排水事業の板城地区及び保田地
区並びに黒瀬地区工業団地の区域を、公共下水道黒瀬処理区に

統合する
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
126
〜
133
号
〉

地
域
集
会
所
を
地
元
認
可
地
縁
団
体

へ
無
償
譲
渡
し
ま
す

　

地
域
住
民
の
自
主
的
・
自
律
的
な
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
市
が
所
有
し
て

い
る
地
域
集
会
所
を
地
元
の
認
可
地
縁
団
体
に
無
償
で
譲
渡
し
、
そ
の
敷
地
を
無

償
で
貸
し
出
し
ま
す
。

〈
議
案
第
137
号
〉

議
員
の
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
費
用

に
公
費
負
担
制
度
を
設
け
ま
す

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
東
広
島
市
議
会
議
員
の
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

の
作
成
費
用
に
公
費
負
担
制
度
を
設
け
ま
す
。
ま
た
東
広
島
市
議
会
議
員
及
び
東

広
島
市
長
の
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
公
費
負
担
の
限
度
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ 　

譲
渡
後
の
修
繕
な
ど
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ 　

現
在
の
補
助
制
度
が
そ
の
ま
ま

使
え
る
。ま
た
、譲
渡
か
ら
10
年
間
、

1
回
限
り
で
は
あ
る
が
、補
助
額

を
か
さ
上
げ
す
る
制
度
も
あ
る
。

Ｑ 　

敷
地
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
、

契
約
期
間
が
5
年
で
更
新
と
な
っ

て
い
る
が
、
も
っ
と
長
期
間
に
す

る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

Ａ 　

市
の
基
準
に
従
っ
た
も
の
だ
が
、

長
期
の
契
約
期
間
と
な
り
経
緯
を

知
る
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

◎譲渡する地域集会所一覧
集会所名 譲渡する認可地縁団体

楢原第一鷹原会館 第一鷹原自治会

楢原ハイライフ会館 ハイライフくろせ自治会

楢原レークランド会館 レークランド自治会

楢原雉ケ庭会館 雉ヶ庭自治会

改正前

改正後

項目 公費負担 対象
選挙運動用
ビラ

選挙運動用
ポスター

（525円６銭×ポスター掲示場の数＋
103,500円）÷ポスター掲示場の数

市議会議員
及び市長

選挙運動用
自動車

一般乗用旅客自動車運送事業者との運
送契約による選挙運動用自動車の使用
に係る１日当たりの限度額＝35,860円

市議会議員
及び市長

項目 公費負担 対象

選挙運動用
ビラ

１枚当たり７円51銭を限度として、規
定により頒布することができる枚数の
範囲内

市議会議員

選挙運動用
ポスター

○ポスター掲示場の数500以下の場合
　（ 525円６銭×ポスター掲示場の数＋
310,500円）÷ポスター掲示場の数

○ポスター掲示場の数500を超える場合
　（ 262,530円＋27円50銭×（ポスター
掲示場の数－500）＋310,500円）÷
ポスター掲示場の数

市議会議員
及び市長

選挙運動用
自動車

一般乗用旅客自動車運送事業者との運
送契約による選挙運動用自動車の使用
に係る１日当たりの限度額＝64,500円

市議会議員
及び市長
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
141
号
〉

風
早
地
域
セ
ン
タ
ー
に

調
理
実
習
室
を
設
置

　

風
早
地
域
セ
ン
タ
ー
の
和
室
を
廃
止
し
、
新
た
に
調
理
実
習
室
と
し
て
設
置
し

ま
す
。

〈
議
案
第
142
号
〉

住
民
票
等
証
明
書
類
自
動
交
付
機
を

廃
止
し
ま
す

　

機
械
の
老
朽
化
に
伴
い
、
自
動
交
付
機
を
廃
止
し
ま
す
。
な
お
、
廃
止
時
期
は

窓
口
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、
転
出
・
転
入
で
込
み
合
う
時
期
を
外
し
、
平
成
30
年

4
月
30
日
と
す
る
予
定
で
す
。

◎調理実習室の使用料
項目 金額

使用時間が２時間以下の場合における１時間
当たりの使用料の額 640円

使用時間が２時間を超える場合における３時
間までの部分に係る使用料の額 1,930円

使用時間が３時間を超える場合におけるその
超える１時間までごとの使用料の額 380円

風早地域センター

◎各種証明の自動交付機・コンビニ交付

　自動交付機廃止後も、マイナンバーカードによりコンビ

ニエンスストアで証明書の発行が可能です。

自動交付機（廃止） コンビニ
必要な
カード

証明用市民カード（兼印
鑑登録証）（暗証番号付） マイナンバーカード

交付場所 市役所本庁１階

・セブンイレブン
・ローソン
・ファミリーマート
・サークルＫサンクス

営業時間

・平日
　８時00分～20時00分
・土日・祝日
　９時00分～17時00分

６時30分～23時00分

発行できる
証明書

・住民票の写し（※）
・ 印鑑登録証明書（印鑑
登録済みの方のみ）

・ 戸籍全部（個人）事項
証明書（本籍地が東広
島市の方のみ）

・ 課税台帳記載事項証明
書（所得証明書）

・納税証明書

同左

※ 住民票の写しは、記載事項証明書・除票・履歴有・マイナンバー有・住基コー
ド有のものは発行できません。
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Select.6

Select.5
〈
議
案
第
143
号
〉

平
成
29
年
度
一
般
会
計
を

増
額
補
正
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
度
東
広
島
市
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
7
億

3
，
6
7
2
万
8
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
7

6
2
億
2
，
4
5
2
万
4
千
円
と
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
請
願
第
1
号
〉

一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
と
資
源
化
の

推
進
に
関
す
る
請
願

　
「
一
般
廃
棄
物
の
減
量
化
と
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
、
請
願

者
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
意
見
を
聴
く
な
ど
市
民
経
済
委
員
会
で
慎
重
に
審

査
を
行
い
、
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
行
わ

れ
た
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◎
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

● 

現
状
あ
る
課
題
に
つ
い
て
も
う
一

度
審
議
し
て
ほ
し
い
と
の
市
民
の

声
を
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
真
摯
に
受
け
止
め
、
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
。

● 

請
願
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
議
会
で
審
議
さ
れ
て
き
た
こ
と

で
あ
り
、
執
行
部
と
も
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

◎
請
願
者

東
広
島
の
ご
み
を
考
え
る
市
民
の
会

◎
請
願
の
要
旨

　

東
広
島
市
に
お
け
る
一
般
廃
棄
物

の
減
量
化
と
資
源
化
を
推
進
す
る
た

め
に
、
次
の
4
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

議
会
で
の
審
議
を
求
め
る
。

●
ご
み
の
分
別
方
法
の
見
直
し

●
家
庭
ご
み
処
理
経
費
負
担

●
事
業
系
ご
み
の
処
分
手
数
料

●
ご
み
排
出
者
意
見
反
映
制
度

◎一般会計補正予算の概要
補正内容

歳入歳出予算 ７億3,672万８千円の増額

債務負担行為 指定管理者制度を導入する地域センターの
管理費の追加

地方債 臨時財政対策債について、既定の限度額を
減額

◎主な歳出の補正内容
　○ 寺西保育所への低年齢児保育教室の整備や保育コンシェル
ジュの設置等、待機児童解消に向けた経費

　○ 本市を舞台とした映画が製作されることに伴い、撮影シー
ン等を活用した本市のＰＲ動画を作成するための経費

　○ 西条昭和町に所在する土地開発公社の先行取得用地を買い
戻すための用地取得費及び当該用地に新設する駐車場及び
自転車駐車場の整備費

　○ 児童数増加により狭
きょうあい

隘となっている川上小学校グラウンド
の拡張のための測量費
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本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
122
号
（
東
広
島
市

汚
水
適
正
処
理
構
想
の
改
訂
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

汚
水
対
策
は
、
下
水
道
も
浄
化
槽

も
公
の
責
任
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
相
談
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

2
つ
の
部
局
の
窓
口
を
一
本
化
し
て
、

市
民
の
切
実
な
訴
え
に
対
応
す
べ
き

で
、
今
後
の
維
持
管
理
費
用
の
負
担

の
是
正
も
含
め
抜
本
的
に
見
直
す
べ

き
だ
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

貞
岩　

敬
議
員

　

本
議
案
は
、
市
内
各
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
小
型
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
等
の
汚
水
処
理
手
法
の
区

域
設
定
を
行
い
、
汚
水
処
理
施
設
の

整
備
、
運
営
、
管
理
手
法
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
下
水
道

未
整
備
区
域
の
今
後
の
見
通
し
を
明

ら
か
に
し
、
よ
り
効
率
的
な
下
水
道

整
備
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
下
水

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
120
号

議
案
第
121
号

議
案
第
122
号

議
案
第
123
号

議
案
第
124
号

議
案
第
125
号

議
案
第
136
号

議
案
第
137
号

議
案
第
138
号

議
案
第
139
号

議
案
第
143
号

請
願
第
１
号

議
員
派
遣会派名 議員名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

梶谷　信洋 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠 欠

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × × × × × ○ ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

守 東 会 山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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道
未
普
及
解
消
整
備
計
画
を
策
定
す

る
と
し
た
こ
と
は
事
業
の
大
き
な
前

進
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
賛
成
す
る
。

● 
議
案
第
123
号（
呉
市
と
東
広
島
市
と

の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る
協
議
）

反
対

 
谷　

晴
美
議
員

　

広
島
市
と
の
連
携
中
枢
都
市
協
定

か
ら
わ
ず
か
1
年
半
で
呉
市
と
の
協

定
の
締
結
に
む
け
た
協
議
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
主
導
権
は
呉
市
側
に

あ
り
、
主
従
の
関
係
は
否
め
な
い
。

市
と
し
て
県
の
機
能
の
強
化
を
求
め
、

教
育
、
医
療
、
生
活
が
県
内
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
行
き
渡
る
政
策
へ
と

変
換
す
る
こ
と
こ
そ
が
真
の
地
方
創

生
と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

高
橋　

典
弘
議
員

　

こ
の
広
域
連
携
は
、
呉
市
を
扇
の

か
な
め
と
し
つ
つ
、
各
自
治
体
が
明

確
な
立
ち
位
置
を
堅
持
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
プ
ラ

ス
部
分
に
転
換
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
行
政
事
務
の
効
率
化

か
ら
、
各
行
政
事
業
の
展
開
を
図
る

中
で
、
互
助
・
共
助
を
行
い
な
が
ら
、

広
域
連
携
を
し
っ
か
り
図
っ
て
い
く

と
い
う
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
全
く

反
対
を
す
る
理
由
が
見
つ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
財
源
処
置
の
面
も
含
め
て
、

こ
れ
を
強
力
に
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
、
本
市
の
市
益
に
か
な
う
も

の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

● 

請
願
第
1
号（
一
般
廃
棄
物
の
減
量

化
と
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
請
願
）

反
対

 

天
野　

正
勝
議
員

　

ま
ず
、
昨
年
度
末
に
公
表
さ
れ
た

平
成
28
年
度
市
民
満
足
度
調
査
で
は
、

ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

と
い
っ
た
廃
棄
物
管
理
に
関
し
て
は

市
民
の
満
足
度
は
高
い
。

　

次
に
、
廃
棄
物
に
関
し
て
は
諸
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
市
と
し
て
認
識

把
握
し
て
い
る
と
思
う
が
、
解
決
に

は
優
先
順
位
や
法
的
整
備
等
も
含
め

大
所
高
所
の
視
点
で
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
過
去
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、

ま
た
現
在
進
行
形
と
し
て
も
議
論
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
費
用
負
担
に
関
し
て
も
審

議
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
民
や

市
内
で
事
業
を
行
う
法
人
が
納
め
る

税
金
が
廃
棄
物
処
理
を
含
め
広
く
市

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
費
用
の
源

泉
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
請
願
の

内
容
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

　

最
後
に
、
他
の
関
係
諸
団
体
と
の

連
携
も
現
時
点
に
お
い
て
は
十
分
と

は
感
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

請
願
者
で
あ
る
「
東
広
島
の
ご
み

を
考
え
る
市
民
の
会
」
は
ご
み
の
資

源
化
と
減
量
化
は
市
民
の
自
覚
の
問

題
で
あ
る
と
し
て
2
年
前
に
結
成
さ

れ
た
も
の
で
、
市
民
へ
の
啓
発
や
ご

み
の
実
態
調
査
を
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
請
願
は
、
ご
み
の
減
量
化
の
た
め

に
必
要
な
取
組
み
を
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
議
会
が
実
態
調
査
す
る
中
で
、

減
量
化
が
一
歩
で
も
前
進
す
る
よ
う

に
議
会
の
審
議
を
求
め
て
お
り
、
議

会
は
こ
の
市
民
の
信
頼
に
こ
た
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

反
対

 
重
森　

佳
代
子
議
員

　

請
願
者
の
ご
み
行
政
に
対
す
る
思

い
を
お
も
ん
ぱ
か
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
請
願
と
は
請
願
者
の
思
い
を
行

間
か
ら
酌
み
取
る
も
の
で
は
な
い
。

本
請
願
の
「
事
業
者
は
、
ご
み
処
理

処
分
に
係
る
経
費
の
全
額
を
負
担
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
こ
れ
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
負

担
の
大
幅
な
増
大
に
よ
り
、
事
業
活

動
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
否
め
な
い
。

ま
た
、「
現
状
と
し
て
市
民
等
の
意

見
が
施
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
ご
み

行
政
に
つ
い
て
は
市
民
の
負
託
を
受

け
た
議
員
に
よ
っ
て
議
会
で
長
年
に

わ
た
っ
て
真
摯
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、

議
員
と
し
て
承
服
し
か
ね
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

●
議
員
派
遣（
海
外
行
政
視
察
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

今
回
の
内
容
は
、
派
遣
場
所
が
ベ

ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
予
定
で

あ
る
が
、「
行
き
た
い
議
員
が
自
費

で
行
く
べ
き
で
、
視
察
費
用
は
福
祉

や
教
育
の
充
実
に
回
す
べ
き
」
と
い

う
声
は
大
き
く
、
反
対
す
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
123
号（
呉
市
と
東
広
島
市
と

の
連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る

連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る
協
議
）

　
　
　
　

協
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
市
の
魅
力
が
出
せ
な

く
な
る
懸
念
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

4
市
4
町
で
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
で
さ
ら
に
効
果

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
参
画

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
の
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、
見
送

る
こ
と
も
今
後
あ
り
得
る
。

●
議
案
第
124
号
及
び
125
号

　
（
消
防
車
両
の
買
い
入
れ
）

　
　
　
　

入
札
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

議
案
第
124
号
に
つ
い
て
は

1
者
応
札
で
、
予
定
価
格
に

対
す
る
落
札
率
は
概
ね
99
％
、
議
案

第
125
号
に
つ
い
て
は
、
2
者
応
札
で
、

落
札
率
は
概
ね
93
％
で
あ
る
。

市
民
経
済
委
員
会

●
諮
問
第
118
号
及
び
第
119
号

　
（
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
）

　
　
　
　

外
国
籍
市
民
の
人
権
を
考

慮
し
た
委
員
の
選
出
は
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　

委
員
の
選
出
に
当
た
っ
て
、

外
国
人
の
人
権
課
題
に
つ
い

ＡQＡ

て
と
い
う
視
点
は
取
り
入
れ
て
い
な

い
が
、
人
権
擁
護
委
員
も
研
修
を
受

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
今
後
は
、

委
員
推
薦
の
と
き
か
ら
、
東
広
島
市

な
ら
で
は
の
課
題
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員
の
定
数
、

町
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
委
員

の
職
歴
毎
の
割
合
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

　
　
　
　

定
数
は
現
在
28
名
で
、
西

条
町
が
5
人
、
八
本
松
町
が

4
人
、
志
和
町
が
3
人
、
高
屋
町
が

4
人
、
黒
瀬
町
が
4
人
、
福
富
町
が

2
人
、
豊
栄
町
が
2
人
、
河
内
町
が

2
人
、
安
芸
津
町
が
3
人
。
職
歴
に

基
づ
く
割
合
は
、
教
育
関
係
者
が
11

名
で
40.7
％
、
行
政
職
関
係
者
が
12
名

で
44.5
％
、
民
間
の
関
係
が
4
名
で

14.8
％
と
な
っ
て
い
る

QＡ

●
議
案
第
126
号
〜
第
129
号

　
（
地
域
集
会
所
の
無
償
譲
渡
）

　
　
　
　

施
設
譲
渡
に
伴
う
全
市
的

な
認
可
地
縁
団
体
の
設
置
に

関
す
る
課
題
等
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

認
可
地
縁
団
体
設
置
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
で
は
税
に

関
す
る
質
問
等
を
い
た
だ
く
。
収
益

事
業
を
行
わ
な
い
場
合
、
認
可
地
縁

団
体
に
つ
い
て
は
市
県
民
税
が
減
免

さ
れ
る
制
度
が
あ
る
等
の
説
明
し
て

い
る
。 QＡ

消防ポンプ自動車

地元譲渡された地域集会所
（楢原第一鷹原会館）
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譲
渡
を
希
望
し
な
い
地
域

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　

基
本
的
に
公
共
施
設
の
適

正
配
置
実
施
計
画
に
基
づ
い

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
わ
け
だ

が
、
そ
の
取
り
組
み
を
説
明
し
て
い

く
上
で
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
ま
で

の
説
明
が
で
き
て
な
い
と
こ
ろ
が
原

因
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
に
対
す
る

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
手
続
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
回
譲
渡
を
希
望
し
な

か
っ
た
地
域
以
外
で
も
、
集
会
所
の

維
持
管
理
が
、
世
帯
数
等
が
減
少
し

て
い
く
中
で
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

将
来
的
な
集
会
所
の
廃
止
を
検
討
を

し
て
お
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
の
で
、

今
後
、
集
会
所
を
廃
止
す
る
と
い
う

方
向
性
を
選
択
さ
れ
る
地
域
も
出
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QＡ

● 

議
案
第
144
号
（
産
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　
　
　

寺
家
産
業
団
地
に
お
け
る

区
画
道
路
の
分
譲
の
内
容
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

当
初
、
複
数
の
区
画
と
し

て
分
譲
す
る
予
定
と
し
て
い

た
が
、
全
区
画
を
一
括
し
て
買
い
上

げ
た
た
め
、
区
画
を
分
け
て
い
た
道

路
に
つ
い
て
も
取
得
し
た
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
区
画
道
路

に
つ
い
て
も
売
り
払
う
も
の
で
あ
る
。

QＡ

建
設
委
員
会

●
議
案
第
134
号（
市
道
の
路
線
の
認
定
）

　
　
　
　

市
道
認
定
に
つ
い
て
、
年

間
ど
れ
く
ら
い
の
要
望
が
市

民
か
ら
出
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

今
回
は
、
団
地
開
発
を

行
っ
た
中
で
認
定
可
能
な
道

路
を
市
道
と
し
て
認
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
最
近
の
市
道
認
定
の
ほ

と
ん
ど
は
同
様
の
事
例
で
あ
る
。
例

え
ば
、
農
道
や
林
道
を
生
活
道
路
と

し
て
市
道
認
定
し
て
も
ら
え
な
い
か

と
い
う
よ
う
な
要
望
は
、
こ
こ
最
近

は
な
い
。

　
　
　
　
　

認
定
道
路
に
第
1
工
区

と
第
2
工
区
が
あ
り
、
第
1

工
区
の
引
き
継
ぎ
が
平
成
19
年
と

な
っ
て
い
る
が
、
第
2
工
区
と
あ
わ

せ
て
認
定
道
路
と
す
る
計
画
だ
っ
た

の
か
。

　
　
　
　

当
時
は
、
開
発
道
路
で
建

築
に
特
に
支
障
が
な
く
、
不

QＡQＡ

認
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ

る
が
、
今
後
は
市
道
認
定
で
き
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
の
対
象
と

な
る
よ
う
に
早
期
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

新
し
く
開
発
さ
れ
た
道

路
に
対
す
る
市
道
認
定
は
、

申
請
を
出
し
て
か
ら
認
定
す
る
ま
で

に
通
常
、
ど
れ
く
ら
い
の
日
数
を
要

す
る
の
か
。

　
　
　
　

申
し
出
か
ら
、
市
と
の
協

議
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
審
査

期
間
、
工
事
期
間
等
を
経
る
の
で
、

認
定
ま
で
の
日
数
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

QＡ

寺家産業団地イメージ

市道認定された市道上組23号線（八本松町）


